
１ 障害者総合支援法について 

○ 障害者総合支援法とは 

障害者総合支援法（正式法律名、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律）は、日常生活・社会生活の支援が、共生社会を実現する

ため、社会参加の機会の確保及び地域社会における共生、社会的障壁の除去に

資するよう、総合的かつ計画的に行われることを法律の基本理念として、平成

２５年４月から、法律名が変更され新たに施行された制度です。 

 

○ サービス給付の対象となる方 

 ・身体障がい者（児）（身体障害者手帳をお持ちの方） 

・知的障がい者（児）（療育手帳をお持ちの方など） 

・精神障がい者（児）等（精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、自立支援医

療（精神通院）を受給されている方等） 

・難病患者（資料 16 ページ障害者総合支援法の対象疾患一覧に該当する方） 

 

 

 

 障害者総合支援法に基づくサービスの体系図 
 

地域での自立した生活を総合的に支援します。 
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自立支援医療
障がい福祉サービス 

介護給付 

障がい程度が一定以上の人に生

活上または療養上の必要な介護を

行います。 

【居宅介護・行動援護・短期入所・

療養介護・生活介護等】 

訓練等給付 

身体的または社会的なリハビリ

テーションや就労につながる支援

を行います。 

【自立訓練・就労移行支援・就労継

続支援・共同生活介護・共同生活援

助事業等】 

補装具の支給 

  

障がいの種類により、医療費の

支給が受けられます。  
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地域生活支援事業 

 

 

 

 

 

 
＊ 市町村障がい福祉計画では、障がい福祉サービス、地域生活支援事業と相談支

援事業についての数値目標等を策定しています。 

 

障がい者を総合的に支援する

体制をつくり、さまざまな事

業を行います。 


